
江戸時代に作られた不動明王像江戸時代に作られた不動明王像

大滝不動堂大滝不動堂

　先月号で黒沢・大滝不動堂から新たに見つかった中世の不

動明王像について紹介しましたが、もともとこの不動堂には

江戸時代に造られた１躯の不動明王像が安置されていたこと

が知られています。

　その像は頭や胴体などの基本部分を複数の別儀を寄せ合わ

せて造る「寄木造り」で、眼には水晶で造られた「玉眼」が

はめ込まれており、彩色がなされています。

　いつ頃に造られたかについては、不動堂に置かれていた板

に墨書が残され、享保２年（1717）に黒沢村が主体となっ

て不動明王像を造立したとあります。様式・作風から見てこ

の木像の製作年代と食い違わず、墨書に書かれている不動明

王像が本像にあたるのではないかと考えられます。おそらく

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介
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文：樽井  清市

黒沢・大滝不動堂の不動明王像　～その２～

当初の中世に造られた像の保存状態が悪くなった

ため厨
ず

子
し

に納め、新たに造立した像をその前に安

置したのではないでしょうか。

　全体的に素朴で地方色が強く、当地で制作され

たものと考えられ、後ろ髪を長く垂らし、渦を巻

く髪型は独特です。

　なお、『新編会津風土記』にはこの大滝不動堂

について「境内の大きさ東西３間、南北５間、税

の免除地、大滝の東 20 間のところにあって、い

つ作られたかは分からない。黒沢村民の所有であ

る。」と記載されています。


